
 

麗
水
国
際
博
覧
会
は
、
2012
年
５
月
１２

日
〜
８
月
１２

日
ま
で
大
韓
民
国

全
羅
南
道
麗
水
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
上
海
万
博
に
続
く
国
際
博
覧
会

（
認
定
博
）
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
生
き
て
い
る
海
と
沿
岸
：
資
源
の
多

様
性
と
持
続
可
能
な
活
動
」
。
海
洋
汚
染
の
深
刻
化
、
海
洋
生
態
系
の

破
壊
、
海
面
の
上
昇
な
ど
、
海
洋
に
関
す
る
問
題
を
鑑
み
、
海
と
沿
岸

に
関
す
る
人
類
共
通
の
課
題
へ
の
対
策
を
模
索
す
る
と
い
う
考
え
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
沿
岸
開
発
と
保
全
、
新
し
い
資
源

開
発
技
術
、
創
造
的
な
海
洋
活
」
。
気
候
変
動
に
対
応
す
る
た
め
国
際

社
会
の
新
し
い
協
力
体
制
を
築
き
、
「
海
洋
を
守
る
こ
と
が
人
類
の
健

康
と
幸
せ
を
守
る
こ
と
で
あ
る
」
と
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ヨ
ニ
」
と
「
ス
ニ
」
は
「
麗
水(

ヨ
ス)

」 

の
文
字
を
一
つ
ず
つ
と
っ
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
魚
の 

餌
と
な
り
、
海
と
沿
岸
を
守
る
生
命
の
根
源
、
海
洋
生
物(

プ 

ラ
ン
ク
ト
ン)

を
モ
チ
ー
フ
に
、
頭
部
の
触
角
は
海
洋
生
物
の 

触
角
の
イ
メ
ー
ジ
、
来
場
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
に

様
々
な
形
に
変
化
し
ま
す
。
ヨ
ニ
の
ブ
ル
ー
は
美
し
い
海
の
色
と
深
海

に
存
在
す
る
無
限
の
資
源
を
、
ス
ニ
の
レ
ッ
ド
は
海
と
陸
地
に
生
息
す

る
生
き
物
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

会
場
と
な
っ
て
い
る
麗
水
市
は
韓
国
の
西
南
部
に
あ
る
地
域(

全
羅
南

道)

の
東
南
部
に
あ
る
人
口
約
３０

万
人
の
港
都
市
で
、
１９６０

年
代
に
石
油
化

学
団
地
が
建
て
ら
れ
地
方
都
市
で
は
知
名
度
の
高
い
都
市
で
す
。
韓
国

の
南
海
岸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
る
た
め
島
々
や
海
の
景
色
が
綺
麗

で
、
そ
の
中
で
も
古
く
か
ら
港
町
だ
っ
た
麗
水
は
韓
国
一
の
美
港
の
町

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
単
層
木
造
建
築
で
韓
国
最
大
規
模
の

国
宝
「
鎮
南
館
」
が
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
草
家
と
呼
ば
れ
る
藁
や
萱

で
葺
い
た
民
家
が
残
る
集
落
、
楽
安
邑
城
民
俗
村
も
あ
り
ま
す
。 

 

期
間
中
は
唐
津
か
ら
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
「
ビ
ー
ト
ル
」
号
が

就
航
し
て
い
ま
す
。
同
じ
ア
ジ
ア
か
ら
の
海
洋
問
題
を
発
信
す
る
今
回

の
万
博
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
近
く
て
遠
い
国
、
韓
国

の
文
化
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。 

。 

 1842年、阿片戦争に敗れた中国大陸

の新王朝は、南京条約に基づき、香港

島を英国に永久に割譲することに合

意、続いて九龍地区も割譲、さらに新

界地区も99年間の無償リースで割譲。

これにより中国領であって中国領で

ない香港の歴史が始まりました。この

状況に対し、中国政府は、99年間の条

約期限が切れる日を待ち、1984年9月

26日、中国と英国の両政府の話し合い

がまとまり、1997年の7月1日、香港返

還が実現。英国の植民地統治が終わ

り、香港は155年ぶりに中国へ復帰。

「一国家二制度」のもとで、香港は中

国の特別行政区として独自の行政機

関が選挙で選ばれ、警察権も裁判権も

市民サービスも、英国のコモンローに

基づき運営、言論の自由も市民運動も

保証される今の体制になったのです。 

 

 

今
夏
も
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
節
電
の
夏 

が
や
っ
て
き
ま
す
。
ク
ー
ラ
ー
に
頼
ら
ず
に
、
少
し

の
工
夫
で
夏
を
涼
し
く
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
？
 
涼
し
く
暮
ら
す
と
い
う
事
を
テ
ー

マ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
解
決
法
を
見
つ
け

る
た
め
に
、
ま
ず
は
人
が
「
暑
い
」
「
涼
し
い
」
と

感
じ
る
し
く
み
か
ら
お
話
し
ま
す
。 

【
暑
さ
を
感
じ
る
し
く
み
】
人
の
身
体
は
、
常
に
37

度
程
度
を
保
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
周
辺
の
温
度
と

は
関
係
な
く
、
体
温
を
37
度
に
保
つ
た
め
に
は
、
身

体
の
外
に
余
分
な
熱
を
捨
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
温
度
は
高
い
方
か
ら
低
い
方
へ
と
流
れ
る
性
質

を
も
っ
て
お
り
、
夏
の
場
合
は
、
人
の
体
温
と
周
辺

の
気
温
が
近
付
く
為
、
体
内
の
熱
を
外
へ
捨
て
る
の

が
難
し
く
な
り
、
内
に
熱
が
こ
も
り
、
人
は
「
暑
い
」

と
感
じ
る
の
で
す
。
そ
の
他
に
、
温
度
の
高
い
も
の

が
近
く
に
あ
る
と
暑
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
夏
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
の
「
暑
さ
」

を
感
じ
る
時
に
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
い
う
物
体
が

発
す
る
熱
を
身
体
の
表
面
で
受
け
取
っ
て
、
人
は

「
暑
い
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
。 

【
涼
し
さ
を
生
み
出
す
ポ
イ
ン
ト
】
人
は
暑
く
な
る

と
汗
を
か
き
ま
す
。
こ
れ
は
体
温
の
上
昇
を
防
ぐ
身

体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。
汗
は
皮
膚
か
ら
気
化
熱
を

奪
っ
て
蒸
発
す
る
た
め
、
人
は
涼
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
さ
ら
に
汗
を
か
い
た
と
こ
ろ
へ
、
風
が
吹
い
て

い
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
？
ま
た
木
陰
が
涼
し
い
の

は
、
木
の
葉
か
ら
の
蒸
散
に
よ
っ
て
葉
と
葉
の
間
の

空
気
の
熱
が
奪
わ
れ
、
周
囲
の
温
度
が
下
が
る
た
め

で
す
。
暑
さ
は
気
温
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
放
射
熱
や
湿
度
・
風
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
ま

す
。
涼
し
さ
を
生
み
出
す
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
さ
に
こ

こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
（
蒸
散
：
木
は
根
か

ら
水
分
を
吸
い
上
げ
、
光
合
成
に
よ
り
酸
素
を
作
り

ま
す
。
残
っ
た
水
分
は
水
蒸
気
に
し
て
葉
の
裏
側
か

ら
放
出
し
ま
す
が
、
液
体
が
気
体
に
変
わ
る
際
に
は

熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
蒸
散
は
葉
の
ま
わ
り
の
空

気
中
か
ら
熱
を
奪
う
た
め
、
結
果
、
周
囲
の
温
度
を

下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
） 

 

あ
な
た
の
家
の
暑
さ
を
抑
え
、
も
っ
と
涼
し
く
過

ご
す
に
は
ど
ん
な
工
夫
を
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？
２
つ
の
実
験
を
通
し
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
実
験
１[

我
が
家
は
何
度
？] 

実
験
２[

あ
な
た
の
家
の
中
に
流
れ
る
風
に
つ
い
て

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。] 

具
体
的
な
実
験
は
次
回

お
話
致
し
ま
す
。 

 

 

 

    １日 半夏生               １９日 土用・夏土用   
    ４日 アメリカ独立記念日   ２２日 大暑   

   １６日 海の日         ２７日 土用の丑の日 

   

 

土
用
と
は
、 

立
春
•
立
夏
•
立
秋
•
立
冬
の
前
１８

日
間
を
言
い
、「
夏
の
土
用
」
の
間
の
丑
の
日
を
「
土

用
の
丑
の
日
」
と
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
平
賀
源
内
が
鰻
屋
の
た
め
に
、
土
用
の
丑
の
日
に
「
鰻

を
食
べ
れ
ば
長
寿
、
延
命
に
な
る
」
と
し
て
、
宣
伝
し
た
と
こ
ろ
大
変
繁
盛
し
て
、
夏
の
土
用
丑
の

日
に
鰻
を
食
べ
る
習
慣
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
万
葉
集
に
は
「
石
麻
呂
に
我
れ
物
申
す
夏

痩
せ
に
よ
し
と
い
ふ
も
の
ぞ
鰻
捕
り
喫
せ
」
と
い
う
大
伴
家
持
の
歌
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
３０

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
イ
ギ
リ
ス
ロ
ン 

ド
ン
を
中
心
に
７
月
２７

日
〜
８
月
１２

日
ま
で(

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
８
月

２９

日
〜
９
月
９
日
ま
で)

い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
史
上
初
の
３
回
目
、
６４

年
振
り
の
開
催
で
す
。 

 

実
施
競
技
は
前
回
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
除
か
れ
２６

競
技
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
心
は
ロ
ン
ド
ン
の
北
東
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
•
パ
ー
ク
内
。
こ
こ
に
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
競
技
場
、
選
手
村
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
は
か
つ
て
の
ス

ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
駅
に
隣
接
し
、
鉄
道
工
場
や
貨
物
駅
、
操
車
場
が
広
が

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
4000
本
の
木
が
植
樹
さ
れ
、
欧
州
最
大
の
都
市

公
園
と
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
は
ク
イ
ー
ン
•
エ
リ
ザ
ベ
ス
•
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
•
パ
ー
ク
と
し
て
改
称
さ
れ
る
予
定
で
す
。
大
体
の
競
技
は

こ
の
パ
ー
ク
内
を
は
じ
め
ロ
ン
ド
ン
の
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
テ
ニ

ス
、
カ
ヌ
ー
は
市
内
か
ら
１
時
間
程
、
サ
ッ
カ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
全
土
で
行

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
大
会
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
す
べ
て
の
観
客
が
、
公
共
輸
送
機
関
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
会

場
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
持
続
可
能
性
」
。
そ
し
て
テ

ー
マ
は
「
2012
年
ひ
と
つ
の
地
球
に
向
け
て
」
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
の
準
備
、
開
催
、
レ
ガ
シ
ー
（
開
催
後
）
に
至
る
ま
で
、
地
球
資
源

の
利
用
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
会

場
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
建
設
さ
れ
た
競
技
場
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
す
た
め
に

エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
自
然
換
気
を
行
い
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

設
計
、
屋
根
に
集
め
た
雨
水
を
ト
イ
レ
や
場
内
の
水
ま
き
に
再
利
用
す
る

な
ど
「
エ
コ
」
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
元
工
業
用
地
の
再
利
用
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
土
壌
汚
染
で
利
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
地
域
を

再
生
。
世
界
最
大
規
模
の
200
万
ト
ン
に
及
ぶ
汚
染
土
壌
を
現
地
で
浄
化

し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー(

遺
産)

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
関
連
施
設
の
長
期
的
な
計
画
・
開
発
・
管
理
・

維
持
を
担
う
公
営
非
営
利
団
体
「
レ
ガ
シ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
設
立
す
る

な
ど
か
つ
て
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
銀
色
の
ボ
デ
ィ
に
オ
レ
ン
ジ
の
ス
ト

ラ
イ
プ
が
入
っ
た
「
ウ
ェ
ン
ロ
ッ
ク
」
と 

、
銀
色
と
青
色
の
ボ
デ
ィ
の

「
マ
ン
デ
ビ
ル
」
。
顔
に
は
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
見
立
て
た
大
き
な
目
が

一
つ
、
額
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
名
物
タ
ク
シ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ト
が

付
い
て
い
ま
す
。
五
輪
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
使
わ
れ
た
鉄
骨
の
し
ず
く
か

ら
作
っ
た
と
い
う
設
定
で
、
ウ
ェ
ン
ロ
ッ
ク
の
名
は
、
近
代
五
輪
の
概
念

が
生
ま
れ
た
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
ー
州
の
街
、
マ
ッ
チ
ウ
ェ
ン
ロ
ッ
ク
に
ち

な
ん
で
い
ま
す
。
一
方
マ
ン
デ
ビ
ル
は
、
1940
年
代
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
に
由

来
し
ま
す
。 

 

暑
い
夏
、
熱
い
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
幕
を
開
け
ま
す
。 
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